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○「大日本帝国憲法」は1890(明治23)年に施行され1947(昭和22)年5月2日までなので施行期間は

56年間でした｡○現在の「日本国憲法」は1947(昭和22)年5月3日施行ですから今年で77年に。

5月3日憲法記念日､本会の活動や『日本国憲法｣について考える
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5月3日南相馬市の全新聞にチラシ折込み

○今年も5月3日憲法記念日に南相馬市の全新聞朝刊

約1万7千部に､意見広告の｢NO War･護憲チラシ｣を折り込

脇纈甫騨.息罐

はら籏莎九乗の会

みました｡この活動は2008年が最初で

今年で13年(回)目を数えます。

最近は新聞を購読されない方も増え

ていて､また市外の会員さんも多いので

今年は会報とともに全会員さんに郵送

しました。

○チラシの大きさは例年と同じB

4判です｡表の面は青い空と麦畑を表

すウクライナ国旗で反戦･非戦をアピ

ール｡裏面は舎年1月のは局ぎぢ九条

の会看板への書き込みについて､事

務局が答えたもの｡書き込みをされた

方に届くことを願っています。
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Z まち九条の会の活動はら 今年も全国紙に意見広告Z

○5月3日の全国紙に反戦･非戦を訴える意見広告は､2003年から始まり､今年は

｢毎日･八重山毎日｡東京･読売新聞･琉球新報｣の5紙に掲載されました｡本会も参
加し､また賛同した会員さんの名前もたくさん見つけることができました。

’'35眉 改憲賛成がZ7%、反対が52%月3日の世論調査（毎日新聞）

○5月3日の全国紙の改憲に関する世論調査はく下表＞の通りですが､たいへん注目されます。
「毎日新聞」では『改憲に反対」が52％、「朝日新聞」でも『改憲機運は高まっていない」が
70％、共同通信でも「改憲は急ぐ必要はない』が65％。この結果は全国の私たち「九条の会」な
どの護憲や改憲反対運動、地道な日常活動の成果と思います。ちょっと希望を感じませんか。

｜新聞名｜|改憲に賛成｜改憲に反対’9条改正の必要･賛否は｜記事の見出しは｜
毎日新聞 2~ﾗ死~~~’52％｜|賛成49%｡反対34％｜改憲にしぼむ世論
読売新聞 63％ ’ 35％ ｜ある53％｡ない43% i改憲｢賛成｣63%
｜朝日新聞 改憲機運は高まっている28％、高まっていない70% 9条変えない方がいい6 1%_

’
改憲論議急ぐ必要

ない65％’
改憲は急ぐ必要がある33％、急ぐ必要はない65％
9条改正の必要性は｢ある」51％、「ない」46％

福島民報
(共同通信） 一 一
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'4『毎剛禰』のｺﾗﾑでば1自由民権の思想は鈴木安蔵を通じて現憲法へ
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夛 講演会・孜憲の「蕊急襄態乗唄Uj'守必響埼ぃ’－
5月3日福島市のみんなの文化センターで、県内20の民主団体主催の、第44回憲
法を考えるつどいで､兵庫県の弁護士『永井幸寿氏の講演会｣が開催されました。

○講演では、①現代の災害では憲法の人権を重視した対応を行う
ことが求められること、②自民党が9条の改憲案とともに掲げて
いる「緊急事態条項』は非常に危険で必要ないもので、現在の

6 法律で十分対応できると強く訴えておられました。弁護士永井幸寿氏 法律で十分対応できると硬く訴え~〔おわれました。

＜講演要旨＞ ●憲法に｢緊急事態条項｣を創設する改憲案は､戦争､内乱､大規模な自然
災害などの緊急時に､国会の審議を経ずに政令を出せるようにし内閣の権限を強大にするこ
とです｡これは三権分立の大原則を停止し､政府に権力を集中させ－人歩きして必ず権力Iが
乱用される危険があります｡●そもそも憲法は国家権力を縛り､国民の人権や自由を保障す
る｢立憲主義｣が大原則です｡ですから｢緊急事態条項｣が成立したら国民の権利を大きく制
限し人権侵害の危険が出て､国民が国のために命を捧げることも起きてきます｡戦前の旧憲
法時代の緊急勅令､緊急財政処分､戒厳令､非常大権と同様のことが起ると想定されます｡●
現在自然災害など緊急事態が起きた時でも､憲法54条2.3項の参議院の緊急集会や､個別の
法律の災害対策墓本法の新型インフルエンザ対策特措法､原子力災害対策特措法などで対
処できているので､危険な｢緊急事態条項｣は全く必要ありません｡(文責｡事務局山崎健一）

●9条は解釈改憲されて骨抜き状態で、表向きの「9条改憲」よりも実はこの「緊急事
態条項」を改憲で加えることを与党は本当は目指している、とも言われています。


